
６
月
定
例
市
議
会
に
提
出

さ
れ
て
い
た
、
三
つ
の
請
願

が
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会

で
趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、
「
改
正
・
保
険
業

法
見
直
し
を
求
め
る
請
願
」

で
、
団
体
と
し
て
は
、
飯
能

民
主
商
工
会
、
郵
政
産
業
労

働
組
合
原
市
場
分
会
、
全
日

本
年
金
者
組
合
飯
能
支
部
、

埼
玉
県
立
飯
能
南
高
校
教
職

員
組
合
、
飯
能
市
職
員
組
合
、

自
由
の
森
学
園
教
職
員
組
合
、

飯
能
市
勤
労
者
山
岳
会
、
全

国
福
祉
労
組
す
ぎ
の
こ
保
育

園
分
会
、
埼
玉
土
建
一
般
労

働
組
合
飯
能
日
高
支
部
、
新

日
本
婦
人
の
会
飯
能
支
部
な

ど
で
、
個
人
署
名
１
４
２
１

筆
と
と
も
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。内

容
は
、
本
来
「
オ
レ
ン

ジ
共
済
事
件
」
の
よ
う
な
悪

質
な
詐
欺
事
件
を
防
ぐ
た
め

に
、
運
用
の
厳
格
化
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
「
改
正
」

し
た
も
の
が
、
実
際
の
運
用

で
は
、
障
害
者
団
体
や
小
規

模
で
運
営
し
て
い
る
非
営
利

の
自
主
共
済
に
ま
で
お
よ
び

運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
こ
う
し
た
団
体
に
つ

い
て
は
非
営
利
で
あ
る
の
で

対
象
か
ら
は
ず
す
よ
う
求
め

た
も
の
で
す
。
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
（
金
子
敏
江
委
員

長
）
で
は
、
委
員
の
中
か
ら
、

提
出
者
の
方
々
の
請
願
理
由

は
よ
く
わ
か
る
が
、
保
険
業

法
の
「
改
正
」
に
よ
っ
て
、

適
用
と
除
外
の
基
準
が
明
確

に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
理

由
で
、
賛
成
し
か
ね
る
と
い

う
意
見
が
あ
り
「
趣
旨
採
択
」

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

二
つ
め
に
は
、
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
凍
結
と
抜

本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
請

願
」
で
、
飯
能
市
社
会
保
障

を
よ
く
す
る
会
か
ら
３
度
目

の
提
出
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
１
２
月
議
会
、
今
年
３
月

議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、

不
採
択
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
は
、
廃
止
の
世
論
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
趣
旨
採
択
」
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

三
つ
目
に
は
、
「
ミ
ニ
マ

ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
停
止

を
求
め
る
請
願
」
で
、
内
容

は
、
１
９
９
５
年
に
結
ん
だ

世
界
農
産
物
協
定
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ

協
定
）
は
、
当
時
、
農
産
物

の
生
産
が
か
な
り
豊
か
に
行

わ
れ
て
い
た
と
き
の
協
定
で
、

現
在
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
影
響
と
、
世
界
的
な
穀
物

投
機
に
よ
っ
て
、
食
料
不
足

と
食
料
の
高
騰
を
招
い
て
食

糧
不
足
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、
日
本
が
、

毎
年
７
７
万
㌧
の
不
必
要
な

米
を
輸
入
し
続
け
、
そ
の
内

の
７
０
万
㌧
を
飼
料
米
に
回

す
な
ど
は
人
道
上
も
問
題
で

あ
る
の
で
、
１
９
９
５
年
に

結
ん
だ
世
界
農
産
物
協
定

（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
）
の
見
直
し

を
求
め
る
も
の
で
す
が
趣
旨

採
択
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
共
産
党
市
議
団
が
紹
介

議
員
と
な
っ
て
奮
闘
し
ま
し

た
。

共
産
党
が
提
案
し
た
、

「
Ｃ
型
肝
炎
被
害
者
の
救
済

に
関
す
る
意
見
書
」
と
「
原

爆
症
認
定
と
被
爆
者
の
救
済

に
関
す
る
意
見
書
」
が
、
議

会
運
営
委
員
会
で
協
議
さ
れ

全
会
派
一
致
で
、
国
に
（
内

閣
総
理
大
臣
、
関
係
大
臣
宛
）

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
Ｃ
型
肝
炎
被
害
者
の
救
済
」

に
つ
い
て
は
、
感
染
か
ら
発

症
ま
で
に
１
０
年
か
ら
２
０

年
と
長
期
に
わ
た
り
、
カ
ル

テ
の
保
存
義
務
は
５
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
証
明
が
難
し
く
、

救
済
対
象
か
ら
は
ず
れ
て
し

ま
う
た
め
、
柔
軟
な
対
応
を

求
め
る
も
の
で
す
。

「
原
爆
症
認
定
と
被
爆
者

の
救
済
」
の
問
題
で
は
、
全

国
に
２
５
万
人
以
上
い
る
原

爆
被
害
者
の
う
ち
、
原
爆
症

と
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
２

２
０
０
人
余
り
で
１
％
に
も

満
た
な
い
状
況
で
す
。
今
年

に
入
っ
て
厚
生
労
働
省
は
、

認
定
基
準
を
見
直
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
き
び
し
い
線
引

き
と
制
限
が
あ
る
の
で
、
な

お
一
層
の
見
直
し
を
求
め
る

内
容
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
定
例
の

議
会
ご
と
に
、
こ
う
し
た
国

政
問
題
に
つ
い
て
「
意
見
書
」

と
い
う
形
で
、
地
方
議
会
か

ら
声
を
あ
げ
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

憲
法
に
生
存
権
、

社
会
保
障
を
う
け

る
権
利
を
明
確
に

規
定
し
て
い
る
国

は
サ
ミ
ッ
ト
諸
国

で
も
少
な
い
の
だ

そ
う
で
す
。
憲
法

25
条
は
①
す
べ
て

国
民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
。
②
国
は
、

す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障

及
び
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及

び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す

▼
福
田
首
相
は
高
齢
化
社
会

を
口
実
に
消
費
税
を
増
税
す

る
と
い
い
だ
し
ま
し
た
。
と

ん
で
も
な
い
話
で
す
。
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
怒
り

を
逆
手
に
と
っ
て
、
社
会
保

障
費
の
増
大
が
財
政
悪
化
の

原
因
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
で

す
▼
憲
法
９
条
と
25
条
は
一

対
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

戦
争
を
し
な
い
国
、
軍
隊
を

持
た
な
い
国
だ
か
ら
、
そ
の

予
算
を
社
会
保
障
の
増
進
に

あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
軍
事

費
は
年
五
兆
円
規
模
に
ふ
く

れ
あ
が
り
、
世
界
で
も
有
数

の
軍
事
費
大
国
に
な
っ
て
い

ま
す
。
憲
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
暮
ら
し
や
福
祉
の
予
算

が
抑
制
さ
れ
、
憲
法
違
反
の

軍
事
予
算
が
大
手
を
ふ
っ
て

ま
か
り
と
お
っ
て
い
る
な
ん

て
異
常
で
す
。
消
費
税
増
税

の
ま
え
に
福
田
首
相
に
は
や

る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
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改
正
保
険
業
法
・
後
期
高
齢
な
ど

請
願
三
件
が
「
趣
旨
採
択
」
に

肝
炎
や
原
爆
症
救
済
の
意
見
書

国
会
へ
提
出

７月１１日（金）
午後７時開会

飯能市民会館小ホール

弁士 塩川てつや衆院議員

いま、自民党政治に代わる新しい政治を

つくりだす歴史的転機です。「新しい政治

とはどうあるべきか」、日本共産党の改革

の方針を語ります。

お誘いあわせてご来場ください。

主催：日本共産党飯能市委員会・同後援会

●

ビ
ラ
配
り
戻
る
袋
に

え
ん
ど
豆

●

括
ら
れ
て
葱
大
坊
主

畑
の
隅

佐
藤
志
づ
え

○
趣
旨
採
択
と
は
、
願
意
は
十
分

に
理
解
で
き
る
が
、
請
願
と
し
て

採
択
ま
で
に
は
至
ら
な
い
こ
と
。



山
田

現
在
、
身
体
障
害
に

支
給
さ
れ
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン

券
は
、
「
免
許
証
を
持
ち
自

己
所
有
の
車
を
運
転
す
る
も

の
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
実

際
に
は
免
許
証
は
持
っ
て
い

て
も
障
害
に
よ
っ
て
は
運
転

で
き
ず
、
家
族
等
の
介
助
が

必
要
な
方
も
い
る
。
障
害
者

自
動
車
燃
料
費
助
成
要
綱
を
、

障
害
者
を
乗
せ
て
通
院
や
移

動
に
使
用
す
る
車
に
も
適
応

で
き
る
よ
う
拡
大
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

福
祉
部
長

日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
人
の
自
立
を

支
援
す
る
こ
と
か
ら
補
助
し

て
い
る
。
自
立
支
援
制
度
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
や
近
隣
市

の
状
況
を
含
め
研
究
課
題
と

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

福
祉
職
場
の
人
材
不
足

を
改
善
で
き
る
市
独
自

の
施
策
を

山
田

現
在
、
介
護
、
障
害

者
な
ど
の
福
祉
職
場
の
人
材

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

私
ど
も
市
議
団
は
日
本
共
産

党
の
「
深
刻
な
人
材
不
足
を

打
開
す
る
た
め
の
緊
急
提
言
」

を
基
に
施
設
を
訪
問
、
調
査

を
行
っ
た
。

ど
の
施
設
で
も
人
探
し
が

一
番
大
変
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
専
門
学
校
に
募
集
を
し

て
も
集
ま
ら
ず
、
意
欲
に
燃

え
て
入
っ
て
来
て
も
続
か
ず
、

人
探
し
に
は
四
苦
八
苦
し
て

い
る
。

職
員
は
「
働
い
て
も
月
給

１
６
～
１
７
万
円
、
夜
勤
し

て
や
っ
と
２
０
万
円
ぐ
ら
い
、

夜
勤
は
２
階
と
３
階
の
病
棟

を
１
人
で
診
る
た
め
、
何
か

あ
っ
た
ら
対
応
で
き
な
い
、

夜
勤
明
け
は
疲
労
困
憊
。
こ

れ
で
は
結
婚
も
で
き
な
い
。

本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と

思
う
」
と
事
務
長
さ
ん
が
語
っ

て
い
た
。
ま
さ
し
く
「
福
祉

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
で
あ
る
。

市
と
し
て
こ
う
い
う
状
況

を
放
置
し
て
い
て
良
い
の
か
。

福
祉
の
人
材
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
市
独
自
で
何
ら
か
の

支
援
策
を
講
ず
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

福
祉
部
長

人
材
不
足
の

主
な
原
因
は
、
５
人
に
１
人

が
辞
め
て
い
る
離
職
率
の
高

さ
、
高
齢
者
の
命
を
預
か
る

責
任
の
重
い
仕
事
で
、
高
度

な
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
見

合
う
待
遇
が
保
障
さ
れ
な
い

た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
が
安
心
で
き
る
社
会
を

築
く
に
は
、
待
遇
改
善
、
地

位
向
上
は
重
要
で
あ
る
と
思

う
。
市
独
自
の
施
策
は
考
え

て
い
な
い
。
国
の
事
業
で
あ

り
今
後
、
全
国
市
長
会
等
で

要
望
し
て
い
く
。

名
栗
幼
稚
園
の
臨
時
教

諭
の
処
遇
改
善
を

山
田

合
併
時
、
名
栗
幼
稚

園
の
臨
時
教
諭
の
賃
金
を
、

時
給
１
２
０
０
円
を
９
５
０

円
に
下
げ
た
経
緯
が
あ
る
。

今
年
度
か
ら
公
立
保
育
所
の

臨
時
保
育
士
の
処
遇
が
改
善

さ
れ
た
。
同
様
な
措
置
を
講

ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長

「
臨
時
教
諭

に
つ
い
て
は
日
額
給
で
は
な

く
時
間
給
で
あ
り
雇
用
条
件

を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、

対
象
と
は
な
ら
な
い
」
と
冷

た
い
答
弁
。

新
井

沢
辺
市
政
の
７
年
間

は
、
小
泉
構
造
改
革
の
ま
っ

た
だ
中
で
市
政
運
営
を
迫
ら

れ
た
時
期
で
、
「
官
か
ら
民

へ
」
「
市
場
開
放
」
「
規
制

緩
和
」
な
ど
が
大
胆
に
進
め

ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
国
民

は
、
増
税
と
負
担
増
、
貧
困

と
格
差
が
拡
大
し
、
「
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
ー
」
な
ど
と
い

う
言
葉
が
定
着
す
る
ま
で
生

活
が
破
壊
さ
れ
た
。
地
方
自

治
体
も
、
地
方
交
付
税
の
大

幅
削
減
な
ど
で
、
財
政
破
た

ん
が
お
き
て
い
る
。
市
民
生

活
や
地
方
自
治
が
破
壊
さ
れ

よ
う
と
し
た
と
き
、
沢
辺
市

長
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
き
た
か
、
国
に
向
け
た
地

方
か
ら
の
発
信
が
あ
っ
た
の

か
、
市
民
を
守
る
施
策
を
講

じ
た
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
国
の
悪
政
の
し
わ

寄
せ
を
市
民
に
押
し
付
け
て

き
た
の
で
は
な
い
か
。
市
政

運
営
で
も
市
民
・
職
員
の
声

を
聞
か
ず
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

進
め
て
い
る
。
こ
う
い
う
市

政
は
も
う
変
わ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
圧
倒
的
だ
。
来

年
は
市
長
選
の
年
、
市
民
生

活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

病
院
問
題
、
保
育
所
民
営
化
、

給
食
民
間
委
託
、
消
防
広
域

化
な
ど
は
、
第
４
次
総
合
振

興
計
画
に
も
な
い
も
の
で
、

こ
の
ま
ま
市
政
を
続
け
よ
う

と
言
う
な
ら
、
市
長
選
の
公

約
に
掲
げ
て
信
を
問
う
べ
き

問
題
で
は
な
い
か
。

市
長

選
挙
と
は
別
の
問
題
。

重
要
な
政
策
課
題
は
、
き
ち

ん
と
説
明
し
、
決
定
す
る
こ

と
が
大
事
だ
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
関

わ
ら
ず
医
大
と
の
連

携
強
化
で
改
善
を

国
は
、
病
床
利
用
率
が
70

％
以
下
の
公
立
病
院
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
病
院
改

革
計
画
の
作
成
を
求
め
て
い

る
。
国
は
財
政
面
で
の
効
率

性
か
ら
国
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
ね
ら
い
。
そ
も
そ
も

地
域
医
療
崩
壊
の
原
因
は
、

医
療
費
抑
制
・
診
療
報
酬
制

度
改
悪
、
医
師
抑
制
政
策
、

さ
ら
に
交
付
税
の
削
減
だ
。

も
と
も
と
不
採
算
の
医
療
を

担
っ
て
い
る
の
が
自
治
体
病

院
。
全
国
の
75
％
が
赤
字
、

県
内
で
も
12
病
院
全
て
が
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
な
し

に
運
営
で
き
な
い
。

総
務
省
・
地
域
企
業
経
営

企
画
室
の
説
明
で
は
、
「
検

討
の
結
果
、
該
当
す
る
病
院

組
織
を
現
状
維
持
と
す
る
実

施
計
画
に
な
っ
て
も
支
障
は

な
い
」
と
説
明
し
、
総
務
省

の
「
公
立
病
院
改
革
懇
談
会
」

で
は
、
「
公
立
病
院
と
い
っ

て
も
都
市
部
と
地
方
で
、
一

律
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
」

「
中
山
間
地
域
な
ど
の
病
院

が
民
間
並
み
の
効
率
化
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
。
枠
外
に

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
が
続
出
し
た
と

い
う
。
埼
玉
医
大
と
連
携
を

強
化
し
、
医
師
の
派
遣
と
患

者
の
紹
介
で
病
床
利
用
率
を

高
め
る
と
い
う
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

調
整
監

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

強
制
で
は
な
い
。
地
域
医
療

を
確
保
す
る
た
め
に
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
策
定
し
て

い
く
。

給
食
は
生
き
た
教
材

国
で
は
、
平
成
17
年
に
食

育
基
本
法
を
制
定
し
、
22
年

度
ま
で
に
食
育
推
進
計
画
を

作
成
・
実
施
す
る
市
町
村
を

50
％
以
上
に
す
る
目
標
。
今

国
会
に
は
、
学
校
給
食
法
の

一
部
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、

「
食
育
」
を
学
校
給
食
の
目

的
に
位
置
づ
け
る
。
そ
こ
で

飯
能
市
は
食
育
推
進
計
画
を

策
定
し
、
学
校
給
食
を
食
育

の
柱
に
位
置
づ
け
る
必
要
が

あ
る
。
教
育
長
は
、
食
育
を

給
食
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
て
い
く
の
か
。
食
育
に
は
、

栄
養
士
、
調
理
員
の
役
割
が

大
き
い
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン

見
直
し
で
給
食
調
理
員
の
新

規
採
用
を
行
う
べ
き
だ
。

参
事
は
、
「
食
育
は
知
育
、

体
育
、
徳
育
の
基
本
。
給
食

は
食
育
の
生
き
た
教
材
だ
」

と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
総
合

政
策
部
長
は
、
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
現
時
点
で
見
直
す

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
な

ど
と
答
弁
。

２００８年６月２２日 ＮＯ．１６２８

障
害
者
燃
料
費
補
助
は

介
助
者
の
車
に
も
拡
大
を

山
田
と
し
子
市
議
の
一
般
質
問

重
大
な
政
策
決
定
は
市
長
選
で
信
を
問
え

新
井
た
く
み
市
議
の
一
般
質
問

ガソリン券

山田とし子市議

新井たくみ市議


